
第９回芳賀町農業委員会総会議事録

１． 開催日時 令和６年９月２４日（火）　午後４時００分

２． 開催場所 芳賀町役場 ３階　中会議室

３． 出席委員 農 業 委 員 　農 地 利 用 最 適 化 推 進 委 員

　 １番 小林　広美 金田　正 岡田　毅

２番 大根田　源一 佐藤　一典 荒井　昭雄

　 ３番 酒井　和夫 岩﨑　進 阿久津　正好

４番 黒﨑　浩 手塚　孝夫

５番 黒﨑　陽子 直井　純一

６番 綱川　祥史 小林　康男

７番 岩村　隆 酒井　紀之

８番 小林　芳晴 黒﨑　文雄

９番 阿久津　信市 大林　厚雄

１０番 小林　峰子 鈴木　省一

１１番 黒崎　俊行 菊地　方敏

４． 欠席農業委員 ０人

５． 出席農業委員会事務局職員

事務局長 大塚　英樹

事務局係長 中澤　美智子

主任主査 大岡　久美子

公社係長 水沼　和子

６. 議事日程

議案第４８号 農地の貸借権設定許可申請に対する許可可否について

議案第４９号 農地の区分地上権設定許可申請に対する許可可否について

議案第５０号 農地の所有権移転許可申請に対する許可について

議案第５１号 農地の転用許可申請に対する意見決定について

議案第５２号 農用地利用集積計画の決定について

議案第５３号 農用地利用集積計画の決定について（中間管理事業）

議案第５４号 農用地利用集積等促進計画案に対する意見決定について

議案第５５号 農業振興地域整備計画の変更に対する意見決定について

報告第１２号 農地の転用届出の受理について

報告第１３号 農地法第１８条の解約通知について
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○開会

議長 　ただ今から、令和６年第９回芳賀町農業委員会総会を開会いたします。
　ただ今の出席委員は１１名です。定足数に達していますので、ただちに本日の会議を開きます。
　議事録署名委員の指名を行います。本総会の議事録署名委員は、７番 岩村 隆委員、８番 小林
芳晴委員を指名したいと思いますが、よろしいですか。

委員 　（異議なしの声あり）

議長 　異議がないようですので、議事録署名委員は、両委員に決定いたしました。

○議案第４８号

議長 　それでは、ただ今から、議案第４８号「農地の賃借権設定許可申請に対する許可可否について」
を議題といたします。事務局の説明を求めます。

事務局 　議案第４８号　農地の賃借権設定許可申請に対する許可可否について
　次のとおり農地法第３条の規定に基づく農地の貸借権設定許可申請があったので、その許可可否
について審議するものとする。

　【議案第４８号　賃借権設定許可申請　１０番について説明】

議長 　以上で事務局の説明を終わります。
　続いて担当地区委員及び推進委員の意見を求めます。
　１０番について、東高橋地区 荒井 昭雄推進委員お願いします。

東高橋地区
推進委員

はい、東高橋の荒井です。議案第４８号、１０番の賃借権設定の申請についてご説明申し上げま
す。１７日に事務局と現地確認に行ってまいりました。付属資料の１、２ページをご覧ください。
申請地は、貸借人の■さんが近所の■さんに耕作を依頼していましたが、■さんから解除したいと
申し出があり、■さんは農機具を保有していないため、農地を荒らすことを心配し、■に相談した
ところ、合意に至り契約することになりました。また今後は、営農型発電の計画をしている模様で
す。遊休農地の心配もなくなりますので、特に問題はないと思われますが、皆様方の慎重なるご審
議をよろしくお願いします。

議長 　１０番 小林 峰子委員、ほかに意見があればお願いします。

１０番委員 はい、１０番の小林です。荒井推進委員さんの説明のとおりに、何ら問題はないと思われます。
皆さまの慎重なるご審議をよろしくお願いします。

議長 　以上で担当地区委員及び推進委員の意見を終わります。
　次に質疑に入ります。質疑はありませんか。

委員 　（質疑なし）

議長 　質疑がないようですので、質疑を終わります。
　続いて採決に入ります。
　議案第４８号について、原案のとおり許可することに賛成の委員は起立願います。

委員 　（全員起立）

議長 　起立全員であります。よって、議案第４８号は原案のとおり許可することで決定しました。

○議案第４９号

議長 続きまして、議案第４９号「農地の区分地上権設定許可申請に対する許可可否について」を議題
といたします。

令和６年第９回農業委員会 総会
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議長 　事務局の説明を求めます。

事務局 　議案第４９号　農地の区分地上権設定許可申請に対する許可可否について
　次のとおり農地法第３条の規定に基づく農地の区分地上権設定許可申請があったので、その許可
可否について審議するものとする。

　【議案第４９号　区分地上権設定許可申請 １６番について説明】

議長 　以上で事務局の説明を終わります。
　続いて担当地区委員及び推進委員の意見を求めます。
　１６番について、東高橋地区 荒井 昭雄推進委員お願いします。

東高橋地区
推進委員

はい、東高橋の荒井です。議案第４９号、１６番の区分地上権設定の申請についてご説明申し上
げます。付属資料の３、４ページをご覧ください。議案第４８号、１０番の説明で営農型発電を計
画していると説明しましたが、被設定人になる■との区分地上権設定になります。申請地の南北に
は民家もなく、東西には道路があるので、特に問題ないと思われます。申請後は有機栽培で麦を栽
培していくことになっています。遮光率は３３.３パーセントになっていますので影響は少ないと
思われますが、皆様方の慎重なるご審議よろしくお願いします。

議長 　１０番 小林 峰子委員、ほかに意見があればお願いします。

１０番委員 はい、１０番の小林です。荒井推進委員さんのお話のとおりに、東側、西側に道路に挟まれてお
りまして、南北に渡ってほ場が水田なので、全然問題はないかと思われます。皆さまの慎重なるご
審議よろしくお願いします。

議長 　以上で担当地区委員及び推進委員の意見を終わります。
　次に質疑に入ります。質疑はありませんか。
　はい、３番酒井委員。

　

３番委員 はい。ちょっと分からないんですけども、■は■だよね。■は上の太陽光をやってるんだよね。
■でも太陽光やってんじゃなかったか。

事務局 　■です。

３番委員 ■か。私もちょっと■さんの話を聞いたことがあったんですけど、■に貸して■がやると。なん
かちょっと分からないんですけど、間に入っていただけなのかなと。直接■さんが■さんと契約は
しているんだろうけど、分かってて契約しているのか、■さんが間に入って、■さんにここでやっ
てくれっていうのか、なんか時々■って出てくるんですけども、どういうシステムでそういうふう
になっているのか、その辺は■さんが理解した上での話なんですかね。

事務局 事務局から説明させていただきます。こちらにつきましては、付属資料の１６ページに■の事業
計画書を添付しております。■さんとしましては、カーボンニュートラルですとか、そういった取
り組みを進める中で、営農型太陽光発電を取り入れて農業を実施していくということで事業計画が
出されております。また、■さんと■さんの契約につきましては、その■さんと■さんとの間で契
約書が結ばれているということを、添付資料で事務局の方で確認しております。よろしいでしょう
か。

３番委員 それは分かってる話なんだけど、なんで■でやらないで■、下は■で借りて、上は■が借りてっ
てなるのかなってだけの話だったんだけど。■で太陽光もやってるんだよな。同じ社長なんだろ
う。

事務局長 　■は太陽光パネルの設置者です。

３番委員 　あ、設置だけなのか。運営はしてないのか。
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事務局長 　売電の方はそうだと。

３番委員 　分かりました。

議長 　ほかに何かありますか。４番黒﨑委員。

４番委員 そうなるとちょっと確認したいんですけど、議案の４８号で耕作者が■になりましたよね。今の
４９号の被設定人が■ですよね。そうなると耕作者である■は■と設定を結ぶのが筋じゃないかと
思うんですが。要は、地上権、上は■ですよね。でも下は、所有者ではなくて耕作者と結ぶんじゃ
ないですか。許可はまだこの時点では出していないからどうなのかと。借りた土地に建てるんだか
ら。そうすると許可してから、また出てくる案件だってことなんですね。

事務局 今黒﨑委員さんがおっしゃったとおり、土地の所有者は■さんであります。こちらを耕作するの
は、■となります。その農地に太陽光発電を設置するのが■さんという関係になりまして、今回の
議案第４９号の設定人が■さんとなるのは、あくまでも農地の所有者が申請人になるので、その借
りている側は申請人になれないんですね。農地の所有者と太陽光発電の設定者が区分地上権の契約
をするので、そのような形になるんですけども。

４番委員 　あくまでも耕作するだけで、耕作者に権限はないの。

事務局 はい。ただ、営農を行う■さんからは、上部に太陽光発電を付けてもいいですよ、という承諾書
も一緒に提出されている形です。

４番委員 　分かりました。

議長 　ほかに質疑はありませんか。

委員 　（質疑なし）

議長 　質疑がないようですので、質疑を終わります。
　続いて採決に入ります。
　議案第４９号について、原案のとおり許可することに賛成の委員は起立願います。

委員 　（全員起立）

議長 　起立全員であります。よって、議案第４９号は原案のとおり許可することで決定しました。

○議案第５０号  

議長 続きまして、議案第５０号「農地の所有権移転許可申請に対する許可について」を議題といたし
ます。事務局の説明を求めます。

事務局 　議案第５０号　農地の所有権移転許可申請に対する許可について
次のとおり農地法第３条の規定に基づく農地の所有権移転許可申請があったので、許可するもの

とする。

　【議案第５０号　所有権移転許可申請について説明】

　本案件は、令和６年第６回総会 議案第３２号「農地の買受適格証明願及び所有権移転許可申請
に対する許可可否について」の議題において審議済みのため、審議を省略するものとします。以上
です。

議長 　よって、議案第５０号は審議を省略し、許可するものとします。

○議案第５１号

議長 続きまして、議案第５１号「農地の転用許可申請に対する意見決定について」を議題といたしま
す。事務局の説明を求めます。
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事務局 　議案第５１号　農地の転用許可申請に対する意見決定について
　次のとおり農地法第４条及び同法第５条の規定に基づく農地の転用許可申請があったので、その
意見決定について審議するものとする。

　【議案第５１号　転用許可申請　第４条２番、第５条２２番について説明】

議長 　以上で事務局の説明を終わります。
　続いて担当地区委員及び推進委員の意見を求めます。
　農地法第４条申請の２番及び、農地法第５条申請の２２番について、東高橋地区 荒井 昭雄推進
委員お願いします。

東高橋地区
推進委員

はい、東高橋の荒井です。議案第５１号２番の転用許可申請について、ご説明申し上げます。付
属資料の７ページから１１ページをご覧ください。申請地は２月に非農地申請があった場所になり
ますので、現地確認はしておりません。■さんは米と苺の専業農家ですが、農家住宅が手狭なた
め、自家用車等などの保管場所が不足していたため下屋を設置しました。■の畑に越境していまし
たが、今後も必要な施設のため、是正処理をして利用していきたいということです。また選定理由
は、既存の農家住宅敷地内に可能か検討しましたが、可能なスペースがなかったため、今回の申請
になりました。■さんは後継者と２世代で経営していますので、今後の規模拡大も期待され、必要
と思われますので特に問題ないかと思われますが、皆様方の慎重なるご審議をよろしくお願いしま
す。

続けて、議案第５１号２２番の農地法第５条の申請についてご説明申し上げます。付属資料の１
２ページから１８ページをご覧ください。営農型発電設備のため、自治会等の説明は３月に実施済
みで、また申請地周辺の地権者にも説明し、理解を得ているということです。申請者は■で、■さ
んとの契約は３０年で、許可を受けた日から１０年は利用するということです。また、工事計画を
確認しますと、高さ４メートルで境界から６メートル離すことで隣接する農地に影響しないように
なっています。今後許可を受けた後は、有機栽培による麦を栽培する計画になっています。また、
心配される撤去に関しては、■と大企業になってることと、撤去費用も毎月の売電収入の一部を積
み立てていき、撤去作業は施工した業者に依頼することになってますので、特に問題ないと思われ
ますが、皆様方の慎重なるご審議をお願いします。

議長 　１０番 小林 峰子委員、ほかに意見があればお願いします。

１０番委員 はい、１０番の小林です。２番と２２番につきまして、荒井推進委員さんから詳しくご説明いた
だき、何ら問題はないかと思われます。皆様の慎重なるご審議よろしくお願いします。

議長 　次に質疑に入ります。質疑はありませんか。

委員 　（質疑なし）

議長 　質疑がないようですので、質疑を終わります。
　続いて採決に入ります。
　議案第５１号について、許可相当との意見を付すことに賛成の委員は起立願います。

委員 　（全員起立）

議長 起立全員であります。よって、議案第５１号は原案のとおり許可相当との意見を付すことで決定
しました。

○議案第５２号

議長 続きまして、議案第５２号「農用地利用集積計画の決定について」を議題といたします。事務局
の説明を求めます。

事務局 　議案第５２号　農用地利用集積計画の決定について
　次のとおり農業経営基盤強化促進法第１８条の規定に基づき、町から計画の決定を求められたの
で、審議するものとする。

　次の７ページをご覧ください。農用地利用集積計画総括表、公告予定年月日 令和６年９月２５
日、利用権設定等の面積 １８,２４９平方メートル、令和６年中の累計 ７０６,５４９.０７平方
メートル。詳細につきましては、次の８ページから９ページとなります。お目通しをお願いしま
す。以上です。
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議長 　以上で事務局の説明を終わります。５件ですので、そのままいきたいと思います。

議長 　推進委員の意見を求めます。意見はありませんか。

委員 　（意見なし）

議長 　意見がないようですので、次に質疑に入ります。質疑はありませんか。

委員 　（質疑なし）

議長 　ないようですので、質疑を終わります。
　続いて採決に入ります。
　議案第５２号について、原案のとおり決定することに賛成の委員は起立願います。

委員 　（全員起立）

議長 　起立全員であります。よって、議案第５２号は原案のとおり決定しました。

○議案第５３号

議長 続きまして、議案第５３号「農用地利用集積計画の決定について（中間管理事業）」を議題とい
たします。事務局の説明を求めます。

事務局 　議案第５３号　農用地利用集積計画の決定について（中間管理事業）
　次のとおり農業経営基盤強化促進法第１８条の規定に基づき、町から計画の決定を求められたの
で、審議するものとする。

　次の１１ページ、下の表をご覧ください。公告予定年月日 令和６年９月２５日、利用権設定等
の面積 ４０,８４６平方メートル、令和６年中の累計 ９３４,６３１.１１平方メートル。詳細に
つきましては、今ご覧いただいております１１ページとなります。お目通しをお願いします。以上
です。

議長 　以上で事務局の説明を終わります。こちらも４件ですので、そのままいきたいと思います。

議長 　続いて推進委員の意見を求めます。意見はありませんか。

委員 　（意見なし）

議長 　意見がないようですので、質疑に入ります。質疑はありませんか。

委員 　（質疑なし）

議長 　質疑がないようですので、質疑を終わります。
　続いて採決に入ります。
　議案第５３号について、原案のとおり決定することに賛成の委員は起立願います。

委員 　（全員起立）

議長 　起立全員であります。よって、議案第５３号は原案のとおり決定しました。

○議案第５４号

議長 続きまして、議案第５４号「農用地利用集積等促進計画案に対する意見決定について」を議題と
いたします。事務局の説明を求めます。

事務局 　議案第５４号　農用地利用集積等促進計画案に対する意見決定について
　次のとおり農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第３項の規定に基づき、町から計画の
決定を求められたので、審議するものとする。
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　詳細は、次の１３ページになります。こちらにつきまして、事務局から補足説明させていただき
ます。こちらは、稲毛田地区ほ場整備事業の対象地になります。ほ場整備の対象地内の他の土地に
つきましては、賃貸借権として契約の結び直しをしたところでありますが、この土地は土地所有者
の方の意向確認が取れていませんでした。この度、所有者の方の意向を確認でき、使用貸借権のま
まで契約することになりましたので、促進計画として、県農業振興公社と耕作者との間で、使用貸
借権の契約を締結するものになります。以上です。

議長 　以上で事務局の説明を終わります。こちらも１件ですので、続けていきたいとと思います。

議長 　推進委員の意見を求めます。意見はありませんか。

委員 　（意見なし）

議長 　意見がないようですので、次に質疑に入ります。質疑はありませんか。

委員 　（質疑なし）

議長 　質疑がないようですので、質疑を終わります。
　続いて採決に入ります。
　議案第５４号について、原案のとおり決定することに賛成の委員は起立願います。

委員 　（全員起立）

議長 　起立全員であります。よって、議案第５４号は原案のとおり決定しました。

○議案第５５号

議長 続きまして、議案第５５号「農業振興地域整備計画の変更に対する意見決定について」を議題と
いたします。事務局の説明を求めます。

事務局 　議案第５５号　農業振興地域整備計画の変更に対する意見決定について
　次のとおり農業振興地域整備計画の変更について意見を求められたので、その意見決定のため審
議するものとする。

　【議案第５５号　農業振興地域整備計画の変更　１番について説明】

議長 　以上で事務局の説明を終わります。
　続いて担当地区委員及び推進委員の意見を求めます。
　用途区分変更、１番について、芳志戸地区 黒﨑 文雄推進委員お願いします。

芳志戸地区
推進委員

はい。芳賀農業振興地域計画書の明細の３ページを見てもらってよろしいでしょうか。この黄色
い枠が申請地なんですが、今自宅の方にある農業施設等では手狭なもので、どうしても場所が見つ
からなくて、この黄色い枠になったところに、新しく農業用施設を建てたいということで、今回申
請されたということです。皆様の慎重なる審議をよろしくお願いします。以上です。

議長 　９番 阿久津 信市委員、ほかに意見があればお願いします。

９番委員 はい、９番の阿久津です。変更明細の６ページのお目通しをお願いします。土地の選定理由なん
ですが、上段でも述べられていますように、既存の施設を取り壊すためには費用がかかるというこ
とと、現在施設がある道路が狭くて、現状では機械の大型化が進められていますが、そういった大
型の機械が入らずに作業の効率化ができないということです。あと本人が口頭で言ってたんですけ
ど、現状は住宅の周りで乾燥機、米の調整をやっていまして、騒音また埃、そういった環境面でも
かなり厳しいような状況です。明細の１７ページを見ていただきたいんですが、町道１２３４号線
の隣、台形みたいな土地なんですけど、２,３９３平米のうち７４１平方メートル、これを利用し
たいということで、先ほど黒﨑推進委員さんが説明されたとおり、何の問題もないと思われますの
で、委員の慎重なるご審議よろしくお願いします。
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議長 　以上で担当地区委員及び推進委員の意見を終わります。
　質疑に入ります。質疑はありませんか。

委員 　（質疑なし）

議長 　質疑がないようですので、質疑を終わります。
　続いて採決に入ります。

議案第５５号について、原案のとおり変更はやむを得ないとの意見を付すことに賛成の委員は起
立願います。

委員 　（全員起立）

議長 　起立全員であります。よって、議案第５５号は原案のとおり決定しました。

○報告第１２号

議長 続きまして、報告第１２号「農地転用届出の受理について」を報告いたします。事務局の朗読を
お願いします。

事務局 　報告第１２号　農地の転用届出の受理について
　次のとおり農地法第４条の規定に基づく、農地の転用届出を受理したので報告する。

　【報告第１２号　農地の転用届出の受理について説明】

○報告第１３号

議長 続きまして、報告第１３号「農地法第１８条の解約通知について」を報告いたします。事務局の
朗読をお願いします。

事務局 　報告第１３号　農地法第１８条の解約通知について
　次のとおり農地法第１８条の規定に基づく、農地の賃貸借契約の解約通知があったので報告す
る。

　【報告第１３号　農地法第１８条の解約通知について説明】

議長 　これで、今総会に付された案件の審議は、すべて終了しました。
　これをもって、令和６年第９回芳賀町農業委員会総会を閉会いたします。おつかれさまでした。

（閉会午後４時４０分）
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